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	～特集「なばりのきらきらウーマン」～
	Special interview
	「男女共同参画」とは「自分らしくあること」ではないかと私たちは考えています。   男らしく、女らしく、ではなく、ありのまま生き生きと暮らす。   そんな風に「自分らしく」人生を歩んでいる地域の女性たちをご紹介します。
	profile

	宇野 智子
	さん
	名張市多文化共生センター サポーター


	知ることからつながる 多文化共生の輪
	活動内容や始めたきっかけについて 教えてください。
	　 名張市多文化共生センターで日本語教室のサポーターとして活動しています。 　 10年前、名張に引っ越した当初は子育てや仕事で精一杯でしたが、こちらの生活にも慣れてきたある日、同センター主催の「日本語ボランティア講師養成講座」のチラシが目に留まりました。以前から多文化共生に興味があり、何かしたいタイミングだったので、早速申し込み、7回連続講座を受講した後、サポーター登録をしました。それから2年半、毎週日曜日開催の日本語教室にできる限り参加しています。  　日本語教室は、日本語初心者の外国人住民の方が日本語を学ぶのが目的ですが、「教室に来るのが楽しい」と感じていただけることを最優先にしています。そして、やりとりは外国語ではなく、基本すべて日本語です。英語が母語でない人も多く、日
	本にいる外国人のみなさんにとっては「やさしい日本語」が一番通じるんですよ。 　たわいもない日常会話から、名張での生活に役立つ情報を話したり、逆に外国のことを教わったりしています。みなさんとともに学び過ごす時間は、私自身の楽しみとなっています。
	編集部注：名張市多文化共生センターの日本語教室では、外国籍の子どもから大人まで32人（2026年6月時点・随時受付）が、グループやマンツーマンで学ぶ。複数のサポーターがボランティアで講師をしている。

	　小学５年生の夏休みに、クラシックバレエでカナダへ短期留学をしたことがありました。その時に、言葉が通じない悔しさから、「英語がしゃべりたい」と強く思いました。 　その決意のもと、留学できる高校に入り、カナダの田舎に長期ホームステイをしました。日本人
	なぜ、多文化共生に興味をもち、 その活動をされているのですか。
	139号（特集37-1）
	～特集「なばりのきらきらウーマン」～
	Special interview
	「男女共同参画」は、男だから   とか   女だから   ではなく、「自分らしく生きること」です。   そんなふうに「自分らしく」生きている、名張の　女性たちを　紹介します。


	宇野 智子
	さん
	名張市多文化共生センター サポーター

	し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たぶんかきょうせい　　　　わ

	知ることからつながる 多文化共生の輪
	今の 活動と、はじめた 理由は なんですか。
	　 名張市多文化共生センターで   日本語教室の   サポーターを   しています。 　 名張での   生活に   慣れた頃、「日本語ボランティア講師養成講座」のチラシを   見ました。すぐに   申し込み、7回の   講座を   受けて、サポーターに   なりました。それからは、できるだけ   毎週日曜日に  日本語教室に   参加しています。  　日本語教室は、日本語を   学ぶ   場所ですが、参加した   人に「楽しい」と思ってほしい。教室ではすべて   日本語で   話します。外国人が   みんな   英語を   話すわけでは   ありません。 　日本にいる 外国人の みなさんにとって「やさし
	い日本語」が   一番   わかる言葉です。 　教室での   会話で、生活の   役に立つ   情報を話したり、外国のことを   教えてもらったり   しています。みなさんと   過ごすことは、私の   楽しみに   なっています。
	編集部より：名張市多文化共生センターの   日本語教室では、今は、32人が   学んでいます。サポーターの　みなさんが   ボランティアで   日本語を  教えています。

	なぜ、多文化共生に興味をもったのですか。
	　小学５年生の時、クラシックバレエで  カナダに   少しの間    留学しました。その時に、言葉がわからなくて、「英語がしゃべりたい」と   思いました。 　そして、高校生のときに、カナダに   長い間   ホ
	139号（特集37-1）
	「名張外国人防災リーダーズスキルアップ研修」の様子
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